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静岡地学 75号 (1997)

を巡る動向() 

伊藤通玄*

73号(1996)

に報告し、その具体化に向けての会員各位

した標記博物館講想、を巡るその後の動向につい

@ご協力を切望する O

5月12日本会も

の第 1回総会

る

総会後、

これかちJ

7月 26日

研究@

告

3 

、、

ついて、

11 

11 29日

12月 20日この

フ

12 

自然系博物館推進協議会(以後、自然博推進協と略称)

れ、これから

タ@ベース化、
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報告ののち、本年度の活動を巡って討議した。引続き先進的な自然史系博物館の見学会、博物館活

動に関する講演会の開催、自然博推進協通信(論説 e報告@紹介@随筆など)の発行のほか、

野外観察会の具体化などの提案があった。

静悶県としては、 97年度当初予算に計上された「自然系博物館構想検討費Jによる @検討を進

め、 を閉めたいとのことである O

総会に 、異色の博物館として閣内外から注目され、多くの来館者で賑わっている

物館の着想、から開館までjと題する布谷知夫総括学芸員(事業部長)の記念講演があり、「魅力的

物館作りJについて認識を深めた(講演要旨を引V 山内相I.Jルノ 0

参考資料 自然博推進協が提案した静岡県立自然史博物館の基本構想、第2次索(一部省略)

(96年 12月初日、 に提出)

l 設置自的

本博物館は豊かな自然との調和や多様な生物との共生が大きな人類的課題となっている現在、地球

環境の変遷や多彩な生物の進化の歴史のなかで、本県を中心とする「変化に富んだ多様な自然の生い

ちゃ多彩な生物相がどのように生み出されてきたかJ、「本県の変化に富んだ多彩な生物相と人々と

の関わりJなどについて、これまでに蓄積された豊富な資料(実物@標本@模型@映像など)をはじ

め、新た 働研究さ る るとともに、

な媒体 じ系統的@ し、「自然と と につい よび

しみながら よび地域の環境の保全@ に努める

る |とし し、 はじ の内外に

化施設として

2 

本県の山@

トの境界域

@鴎のフ口ンティア

はユーラシアプレート

し、まさに東@閤のフロンティア

はフィリピン海プレートおよび北米プレー

する活発な地殻変動地帯である O

でア

L網" じた

が適応@移動 e進化をとげ、今日見られる生物地理尽(東部@中部@

ともに、これらと共生しつつ県土を開拓@利用してきた先人たちのたゆま

化や産業が創出されてきた。これらの先人たちのフロンティア精神によって、

流@発展がはかられて来たことも本テーマを設定した理由である O

3 活動の内容

(1) 本県を中心とする自 などを地球的視点に立って

理し、必要な保全措置を加えたうえ保管するとともに、緑の

アセスメント資料@出土資料などの収集@保管@公開にも努め、

人研究@共同研究@総合研究などを積極的に進めるO

など)を形成すると

によって、様々な文

@分類@

開発行為に関わる環境

について{毘

(2) 得られた成果はそ に応じてマルチ働メディア化(実物標本@
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静岡地学第75号 (1997)

本 e液浸標本@剥製@複製@模型@文字@数値@国表@写真@映像@音声など)し、館内外の展示、

交流活動(各種イベント).広報活動などを通じて、環境教青@生涯学習の素材として広く情報提供

する O

(3) 最新のハードおよびソフトを活用して、基本情報システム(文字@数値@思表@写真@映像@標

本類)を構築し、博物館利用者の使を図るとともに、国際情報ネット@ワークを通じて国内外の諸

機関@団体@個人などと自由じ情報を交換し、共有することができるようにする O

(4) 館内施設および館外施設(自然観察関 e鳥獣保護センター@野外実験実習施設など)やテー

@ボランティアなどの協力のもと、地域の自然および自然環

イベント(自然観察会@体験学習会@

周辺の自然などを活用して、

境の保全@復元などについて、

など)を計画的に展開する O

(5) その他、時代の要請およ

企画展示@移動展示など

に応え、

に開催し、 目的を達成することに努めるO

11 構成と機能

一ア

ピスに努める見地から中部地域への設置

山周辺@伊豆半島@駿河湾@牧の原@

ットワーク

ましい)と地域特性を反映さ

大井川上流@天竜]11中流 6 浜名湖周辺など)で構成する O

l 中核舘の機能

類似の機能

べき

ゅ教育職 e

し しない の博物館Jであることを踏まえ、

@研究@加工(マルチメディア化)に当たる専門職員(研究

@保全 e研究 e加工

に反映できるように努める O

地形@ 河)11 • 湖沼、

コ シ 被

子植物、 ど

@研究@ 30 

(2) 

ら じ え」

ど

15名]

(3) 

まえた

e ボランティアの

と な 15名]

同管理@サーピス
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保守@

約15

2 テーマ館の機能

の地域特性

館と情報ネットワ

への併設とするか、

マ館は周辺の自然

させ、

し

@匝体との総合調整などの機能[行政職十技術職

@紹介した本県の自然的特性の具体例として、

マ子中心とするテーマ舘を段階的に整備し、

とするか、関連県有施設または自治体施設

とするかは今後の検討

など)の拠点とし ける O

(1) I富士火山j H，九7御殿場 1C 1 C周辺)

(2) 

(5) 

の地形@

と人々との

などを活用し、

ち、地形@

山周辺の自然史(富士火山周辺

と生物相)

り(土地利用@産業の変遷と生物棺の変化など)を マとする O

カイラインまたは伊豆中央道ぞい)

ど)

し、

ど)

の自然史(伊立半島の地形@

@海況と生物相)と人々との

ノレプス eブて芥JlIの

ーマとするO

と

1I流

と人々

どを活用し、牧の原~御前崎台地周辺の自然史(牧の

原~御前崎台地周辺の地形@地質、牧の原~御前崎台地周辺の生い立ちと大井川、地形@

象@気候@土壌と生物相)と人々との関わり(土地利用@産業の変遷と生物相の変化など)を主テー

マとするO

e気候 e

ーマとするO

どを活用し、小笠山~磐田原周辺の自然史(小

と大井川 e天竜JI!、地形@

と生物相)と人々との関わり(土地利用@産業の変遷と生物相の変化など)

(6) I浜名瀬とその周辺J 1 C 

(7) 

よ

自然史(浜名湖周辺の地形

のま世背三@

変化など)

と

マとするO

して、浜名湖およびその周辺の

浜名湖の生い立ちと天竜川、浜名湖の湖沼環境と生物相、

と生物相)と人々との関わり(土地利用@産業の変遷と生物棺の

38 



静岡地学第75号 (1997)

駿河湾および遠州灘罵辺の環境情報@調査資料@標本などを活用して、駿河湾@遠丹、i灘の自然史

(駿河湾@遠丹、i灘の海底地形@海底地質、駿河湾@遠折、i灘の生い立ち、水温@水質分布とその変動、

海洋環境と生物相)と人々との関わり(海洋環境の変遷と生物相の変化、未来像など)を主テーマ

とするO

111 中核館の施設@設髄

人と自然に優しい施設整備をめざす。具体的には弱者@高齢者への配意、バリアヤ@フリーのアプ

ローチと内部構造、局辺環境および景観に調和した耐震 e耐火@省資源@省エネルギー@低負荷型の

施設整備に努める。

@展示内容と屋外施設@設備(自然観察園。野生鳥獣保護センター。

易宿泊施設など)との有機的関連にも留意するO

資料保管@収蔵部門、調査@研究@情報処理@加工部門、 @交流部門の配置と動線に

し、博物館職員と来舘者との交流が密になるように努めるO

エントランス eホールまたは映像ホールで「プレート

したシンボ

を中心としたプレート

または、立体映像投影がなされるこ

とが望ましいo

l 

(1) 

(地球の誕生と進化、

と生命の進化jをテーマとした

大陸の出現と

あり、地球環境の

と生命(生命

l 

、地球生命の営み(生命の進化、

(人類の出現と発展、狩猟@

(2) をテーマとした主展示室 1であり、

第由紀の日本周辺)、日本列島の自然

自然特性(プレート

(海底地形@

日

づO

(3) 

(火山性の地形 e

(非火山性地形@

マとした主展示室2であり、

多彩な生物棺)と土地利用、県中部の

)と

と土地利用 e 県の

の変化など)を扱う O

(4) に対

同
口 し るよう るととも山、

るO
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2 関連施設(館内)

(1) 調査@研究@保管系施設:

収蔵庫、特殊収蔵庫、映像作成室、映像収蔵庫など

(2) 情報処理@情報提供系施設:

ホールなど

@映像資料室@ @映像

@交流系施設:

研修@

@サーピス系施設:

軽食@喫茶室、

ボランアイ(3) 

ノレなど

(4) 

ロッカ 洗面@トイ 防災センターなど

@火山活動観測施設など*
 

@財源等の制約があるが、天体観測施設、気象観測施設、

などが併設できれば、研究@

3 関連施設(館外)

(1) 自然観察国(ピオトープ) 静岡県の自然特性を反映させた吉期宥関とその土壌、新期岩層とそ

の土壌、火山性岩層とその土壌の分布を再現的に造成し、その上(または中)に生息する生物相を

るO その際、本県の山地 e丘陵@段丘@イ岳地@河川@湖沼@海岸などの地形に応じ

生分布、すなわち、照葉樹林(上力広葉樹林)、夏緑樹林(落葉広葉樹林)、落葉二次林、針葉樹林、

メリットは大きい。

湿地@湿原植生物水生植生、海岸植生などを可能な限り

これらの植生分布に対応して、水生昆虫@淡水魚類@再生類 oJ1¥思虫類@

的に飼育展示(または模型展示)するO

させるO

@暗乳類など

(2) な変化(悪化@破壊など)のため、

し

再びもと

もノfンク となっている O そのうえ、治療しでも

@治療のうえ、上記の自然観察国

ンタ

なし

で飼育しつつ生態展示できるよう、自

するO

(3) 野外実験@実習施設 IJ¥@ @標本作製@ などの体験学

よび備品棚など@水道@シンク

るO

(4) 既設の自然系博物館では、簡易宿泊施設が有効に機能しているO

とともに野外観察や野外実習のために

の宿泊が可能な簡易宿泊施設

キッチ

のために中期滞在

る場合など、

3-5 

など

@学生が調査@研究のために長期滞在する場合、

する場合、小@中@

その利用頻度はかなり

4 

50 

6 8 2入室 3 5 

を含む)を設置する O

(5) 屋外駐車場 博物館の規模@内容@立地条件で異なるが、自動車利用の来館者が多いと予想され

る場合には、充分な駐車場スペース(例えば大型用 10-20台、小型用 500台以上)を確保する O

パス@トイレ@洗面月号、
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